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アエ リス王妃様,あ なたのおかげで神の教えが守 られ,あ なたのおかげでこの世の信仰
　

が固め られ,ア ン リ王の軍隊の力 とあなたの賢 明な忠告に より多 くの戦争は終 りを告げ る
　

であろ う。そのよ うなあなたに伝導者 ドン ・ブノワは限 りない敬意を表す る。彼はあなた
ユ　

が命 じた ことを試み,全 力を尽 してあなたの命令 どお り偉大な大修道院長 ・聖 ブランダソ

について文字にしたのである。 しか もロマンス語で。彼は自分が知 っていることを話 し,
ユ　

自分 にできることを しているのであるか ら,彼 が嘲弄 されないよ う守 って下 さい。 この よ

うな僕を餐めるべ きではない。 しか し能力があるのに努力しない者は苦 しむのが当然であ

る。
　

この 「神の聖人」は王家に生まれた。彼はアイル ラン ドの人であった。彼は王家の血筋
　

であったので,崇 高な目的に身を捧げた。彼は聖書に 「この世 の快楽を避ける者は,そ れ

以上望めないほ どの喜びを神 と共に得 るであろ う」 と書かれていることを よく知 っていた。
　　

それゆえこの王位継承者は これ らの真理のために偽 りの栄誉を捨てた。追放の身 としてこ
ヨ　

の世で謙虚 に生 きるため僧服をまとい,修 道院に入 り修道士 とな り,そ して心な らず も大

修道院長に選ばれた。彼の濫れんばか りの徳ゆえに多 くの老が集 まり,修 道会に入 った。
　

敬慶なるブラソダンは各地 に3千 人の修道士を従えていた。彼の徳は偉大であったので全

ての者が彼を手本 とした。

　む

大修道院長 ブランダンは大そ う深い知恵 と偉大な英知 と熱意を備えた人 として,大 いな
　

る正義の人 として,自 分 自身 と家族,お よび全ての死者や生者のために神に祈 り続け る決
　　

心を した。全 ては彼の友達であるか らである。 しか し彼はあることを望み,そ のために常

にも増 して神に祈 り始めた。アダムが最初に置かれた天国,我 々が受け継 ぐはずであ った
ら　

のに相続権を奪われたあの天国を見せ給えと。聖書に書かれているようにそこには偉大な
ら　

栄光があることを彼は確信 している。それで も彼は,当 然の権利 として彼が住むはずであ

ったのに,ア ダムが誤 って罪を犯 したことに より,ア ダム自身 と次いで我々が追放 された
　

その場所を見たい。それをこの 目で見せ給え と彼は熱心に神に祈 った。善人たちがどのよ
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うな住 居 を与 え られ るはず で あ るか,悪 人た ちが どの よ うな場 所 を与 え られ るはず で あ る
　

か,彼 らがどのよ うな徳を受けることになるかを彼は死ぬ前に見たい。彼は地獄 と,そ し
　　

て傲慢に よりこの世で大胆に も神 と神の教 えに背 き,愛 も信仰も知 らない者たちがそ こで

どのよ うな刑罰を受けるのか も共に見せ給えと祈 る。
　　

ブランダンは彼の望みに対す る神のみ こころを知 りたい と思 う。彼はまず神の僕に告 白
　　

を しに行 く決心を した。それはバ リン トとい う名の隠者であ った。その品行は正 しく,聖

なる生活を営んでいた。 この神の忠実な僕は森に住んでいた。彼 と共 に3百 人の修道士が
　

いた。 ブ ランダ ンは彼 の忠 告 と助 言 を受け,彼 が支持 して くれ る ことを望 む。 バ リン トは
　

ブランダンに多 くを語 り,彼 が教子を捜 しに行 った とき海 と陸で見たすば らしい実例 と見

事な教訓を示 した。その教子は メル ノックとい う名で,バ リソ トが大修道院長を している
　

所の修道士であ った。 しか し彼はどこか他の場所で もっと孤独にな りたいと切に望んだ。
　

大修道院長 と教父の同意を得て彼は出帆 し,大 成功を収めた。 とい うのは彼は,敬 慶な者

以外誰 も入ることので きない場所に到達 したか らである。それは海に浮ぶ 島であった。そ
　　

こでは不快な風が吹 くことはな く,天 国の花が放つあの香に盗れている。聖 メルノ ックが
ユ　

舟でた どり着いた この島は天国に非常に近いか らであ る。彼は天国の生活を送 り,天 使た

ちの声を聞いた。それか らバ リン トが彼を捜 し出し,彼 が ブランダンに語 った ものをそ こ

で見た。
ユ　

ブ ラ ソダンはバ リン トがそ こで 見た光 景に つい て話す のを 聞 くと,一 ・層 決心が 固 ま り,
ユ　

準備を始める。彼は修道士の中か ら最 良と思われ る14人 を選ぶ。彼 らに計画を話 し,そ れ

が賢明な行為であるか どうか彼 らの意見を求めた。彼 らは ブランダソか らその ことを聞 く
112116

と,2人 ずつ組にな って話 し合 った。彼 らは一斉に彼の計画は勇敢であると答え,自 分た

ちは信仰に厚い教子であるので彼 と共に連れて行 って くれ と頼む。 ブランダンは こ う言 っ
　　む

た。「私が この ことを話すのは,後 で後悔す るよりも,あ なた方を ここか ら連れて 行 く前

にあなた方に確かめておきたか ったか らである。」 私たちのせいであなたが 暇取 ることは
ユ　

あ りません と彼 らは請け合 う。彼 らの言葉を聞 くと,大 修道院長は これ らの選ばれた者た

ちを従え,彼 らを礼拝堂 に導いた。そこで分別の人 として彼は彼 らに言 う。 「諸君,我 々
コ　

は,我 々が考えた ことがどれほ ど困難であるかを知 らない。 しか し神が我々をお導 き下さ

るよ う,ま た喜 こんで我 々をそ こに連れて行 って下 さるよう祈ろ う。我 々をそ こに導 き給
132136

うよう,聖 霊の名において断食を しよう。週に3日,40日 の間断食を しよ う。」その とき彼

の命令を実行す るのに暇取 る者は誰 もいなか った。旅の間 どの ように進むべ きかを彼に教
　　む

えて くれ る天の使 いを神が遺わ し給 うまで,大 修道院長は昼夜祈疇を止めない。天使が彼
ユ　　

の心に啓示を与えたので,彼 はどれほ ど神が彼の出発を望んでお られるかを確信 した。

そ こで ブランダンは修道士たちに別れを告げた。彼は彼 らに対 し非常にや さしい教父で
ユ　

あった。彼は旅について,そ して どの ように神に旅を委ねたいと思 っているかを彼 らに話
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した。全ての修道士を小修道院長に預け,彼 らを どの ように監督 しなけれぽならないかを
ユ　　

話 した。修道士たちには,彼 に従い,自 分たちの大修道院長に対するよ うに よく仕 えよと
ユ　

命 じる。それか らブラソダンは彼 らに接吻 し,出 発す る。彼 らの教父が14人 の修道士 しか

連れて行 くことを望まないので,皆 は大いに悲 しんで泣 く。

ブランダンは大洋に向って進む。彼はそ こで海に出なければな らない とい う神の啓示を
　　

聞いた。彼は決 して親族の方には向わなかった。 もっと大切な場所に行 こうとしているの
ユ　

である。 彼は大地が続 く限 り進んだ。 休息す ることな ど考 えもしなかった。今 日民衆 が

「ブランダンの跳躍」 と呼ぶ岩の ところにや って来た。その岩は岬のよ うに大洋の上に遠
ヱ　

く突き出ている。その岬の下にひ とつの港があ り,そ こか ら小川が海に流れ込んでいる。

しか しその流れは小 さく,非 常に狭 く,岩 壁か ら直接流れ出ていた。 ブランダンより前に
ユ　　

この山の下にお りた人はいなかったと私は思 う。まさにその場所 に木材を持 って来 させ,
ユ　　

それを使 って舟を作 らせた。内部は全てもみ材,外 部は牛皮で被わせた。波の上を滑 り,
ユ　

よく走 るよ うに舟に油を塗 らせた。彼は必要なだけ,ま た舟が運べ るだけの道具を入れた。
　　　

彼 らがそこに持って来ていた食料 も一緒に入れた。40日 分 の食料 しか積み込 まなかった。

彼は修道土たちに言 った。r中 に入 りなさい。神に感謝せ よ。順風であ る。」

　　

全員が,そ して彼が後か ら入 った。突然そこに3人 の男が走 って来た。大声でブランダ

ンを呼びなが ら,そ して彼 らの掌をブランダソの方に差 し出しなが ら。r私 たちはあ な た
ユ　

の修道院か ら来ま した。 ここまであなたの後を追 って来 ました。大修道院長,あ なたと一

緒に乗せて下 さい。あなた と共に航海 させて下さい。」 ブラソダンは彼 らを知 ってい た の
ユ　

で受け入れた。彼はその結果何が起るかを予め知 っている。彼は神に より予知した ことを
　　

彼 らに隠 さず,む しろ言 った。「アビラムや ダタンの 場合同様,サ タンがあなた方の うち

2人 を所有するであろ う。あなた方の うち第三の者は多いに試 されるが,神 に支持 され る
　　

であろ う。」 大修道院長ブランダンは こ う言い終 ると,両 手を上 にあげ,あ なたの忠実な
　　

僕 どもを責め苦か ら守 り給 えと心か ら神に祈る。それか ら聖なる司祭は右手をかかげ,彼

ら全 てを祝福 した。

　ユ　

神の僕たちは帆柱を立て,帆 を張 ると,直 ちに出発す る。風が東か ら来て,彼 らを西へ
　　　

と導 く。海 と雲以外何 も見えない。順風にかかわ らず彼 らは怠けず一生懸命漕 ぐ。 目的地
　　

を見 ようと,身 体を酷使す ることを望む。そ うして彼 らは15日 間風が止むまで走った。風
　　　

が止んだので,修 道士たちは皆恐怖を覚えた。大修道院長は,決 して勇気を失わないよ う

に と彼 らを励ます。「神の慈悲に身を委ね よ。そ うすれば恐れ るものはないはずであ る。
　　

風 があ る ときは風 に まか せて走 り,風 が ない ときに は,そ の ときこそ漕 ぐのです 。」 そ こ
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　ヨ　

で彼 らは濯で漕 ぎ始める。彼 らは神の恩寵を懇願す る。 どちらに行けば よいのか,ど の綱

を引けぽ よいのか,舵 を どち らに取れぽ よいのか,ど の方向に進むべきか,ま た どちらに
　　

航路を取 るべきかわか らないか らである。丸ひ と月風がない まま,修 道士たちは誰ひ とり

不平を言わず漕いだ。食料が続 く限 り,一 生懸命働 くことができた。力が尽 きた。その上
　　む

食料 も。それゆえ彼 らは大きな恐怖に襲われた。

神は,忠 実な僕が大いに必要 とするとき彼 らの傍にお られる。だか ら人間は信仰を失 っ
　　　

てはいけない。神を求めて旅を始める者は全力を尽せ。そ うすれば神がその人に必要な も

のを見つけ給 う。
　　　

大き く,高 い陸が彼 らの目に入 った。風が起 り,吹 き続けた。漕 ぎ疲れていた者たちは
　ら　

苦 もな くそ こに運ばれた。 しか しそこには彼 らの舟が停泊できるような入口がひ とつ も見

つからない。岩が迫 っているので,彼 らは誰 も入ろ うとしなか った。山々は高 く空中にそ
　　　

びえ,海 上はるか先 まで垂直に張 り出している。海底の くぼみか ら海が巻 き上る。それゆ
　　

え危険は大きい。彼 らは至る所港を捜 した。それを見つけるのに3日 を費 した。彼 らは白
　　

い石灰石に切 り込まれた港を見つけ,そ こに入った。港は灰色の岩の中に作 られ,そ こに

は舟一隻分の場所 しかなか った。彼 らは舟をつなぎ,全 員外に出る。彼 らは道をた どり,そ
　　

の道が彼 らを正 しく導 く。それは彼 らを真 っ直 ぐ城へ と案 内した。その城は見事であ った。

美 しく,大 きく,王 の領地あるいは皇帝の大きな地所の ようであった。彼 らは城壁の中に
　　　

入 った。その壁は全 て固い水晶でで きていた。大理石のみで作 られた宮殿が見えた。木の
　　　

館はなか った。壁に嵌め込まれた宝石が金 と共に大 きな輝 きを放 っている。 しか し彼 らの

気に入 らないことがひ とつあった。その町にひ とりも人間がいない ことである。彼 らは高
　　

い宮殿を見上げ,平 和の名において中に入る。

ブラソダンは宮殿の中に入 り,そ れか ら腰掛けに坐 った。彼の一行以外誰 もそ こにはい
　　

なか った。 ブ ラン ダンは 話を始 め,彼 らに言 った。 「我 々に必要 な ものが あ るか ど うか 料
　　

理場に捜 しに行 きなさい。」 彼 らは行 き,最 も望んでいた ものを見出した。 それは大量の
　　　

食料,飲 物,そ して大そ う美 しく立派 な金銀の食器の蓄えであった。彼 らが入った所 には,

彼 らが望んでいたものが全て十分にあった。 大修道院長が彼 らに言 った。 「私たちの とこ
　　

うにそれを持 って来なさい。 しか し取 りす ぎないよ うに。それは禁 じてお く。そ して各々

自分のために神に祈 りなさい。 神に対 し信仰を偽 らないためであ る。」 このことばによ り
　　

大修道院長は修道士たちに警告 してお きたか った。何が起るかをすでに知 っていたか らで
ヨ　

ある。彼 らはた くさん食料を持 ってい くが,必 要以上には取 らなかった。好 きなだけ,必

要なだけ彼 らは食べた。彼 らは神を称 えることを忘れず,神 の慈悲を乞 うた。彼 らは大胆

に もそこに宿泊する。時間が くると彼 らは休みに行 った。
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ヨユ　

全ての者が眠 って しまった とき,突 然サタンが現われひ とりを誘惑 した。そ して 目の前

に積み上げ られている金を こっそ り取 ろ うとい う欲望を吹 き込んだ。大修道院長は眠 らず,
ヨ　

とくと見ていた。 どの ように悪魔が盃を差 し出 したかを。その男は起 き上 り,財 宝の中で

最 も見事なその盃を取 りに行 った。それか らこっそ り素早 くそれを持 ち帰 った。盗みを働
ヨ　　

いた後,彼 は寝床に戻 り眠 った。大修道院長は休んでいた場所か ら全てを見た。夜中に ご

　　

の修道士が どの ようにさ迷 ったかを見た。それは闇の中であ ったが,ろ うそ くな しで全て

を見た。神が彼に見せたい と思 うとき,ろ うそ くを点す必要はないのである。丸3日 の間
ヨ　

彼 らはそ こに とどま った。 そ して4日 目に 出発 した。

ブ ラソダ ンが彼 らに言 った。「諸 君,私 はあ なた方 に告 げ る。 こ こか ら何 も持 ち出 して

ヨ　

はいけない。この貯えの中か ら少 しで も,ま た渇 きのための水で さえ。」 彼は 激 しく泣 き

なが ら修道士たちに言 った。「見 よ,諸 君,こ の者は盗人である。」その男は,大 修道院長
ヨ　

が盗みを知 っていた こと,そ して彼が どの よ うにそれを手に入れたかを知っていた ことを

理解 した。彼は皆の前で告白 し,大 修道院長の足元で慈悲を待つ。ブランダンが彼 らに言
　む

った。「彼のために祈 りなさい。彼は今 日あなた方の 目の前で死ぬで しょう。」すると全員
　　

の 目前で悪魔が叫びなが らとび出 した。「教えて くれ,ブ ラソダンよ,な ぜお前は私を住

み処か ら追い出すのだ。」 ブランダソはその修道士に言 うべ きことを言い,彼 を許 し,赦
　　

免 した。彼が聖体を拝領す るや否や,全 員の 目の前で死が彼を捕えた。魂は天国に行 き,
ヨら　

神が彼を大いなる休息の中に置かれた。修道士たちは彼の体を埋葬 し,彼 の世話を して く

れるよ う神に祈 る。それは教父が舟の中に受け入れた3人 の修道士のひ とりであった。
ヨら　

彼 らは海岸の港 に来た。す るとす ぐに1人 の使者が現われた。彼 らにパ ンと飲物を運ん
ヨ　

で きて,そ れを受け取 って くれ るよう頼む。それか ら彼 らに言 った。 「安心せ よ,恐 れ る
　　

ことはない。神があなた方に多 くの幸をもた らし,偉 大なる神の徳に よりあなた方は求め

るものを見るで しょう。食料に関 しては,こ こにた くさんないか らといって心配するには
　　

及ぼない。それは,あ なた方がある場所に着 くまで不足す ることはな く,そ こでは もっと

た くさん手に入 るで しょう。」彼は深々 とお辞儀を し,彼 らに食料を渡 し,そ れ以上何 も

言わずに立ち去 った。

　　

さて彼 らが見た ものは神の使いであった。彼 らが神の命に より旅 をしているか らである。

そ してその出現が奇跡によることを彼 らは確認 した。神が彼 らを養い給 うことを よく理解
　　

した。黙 して神を称えない者はひ とりもいなか った。彼 らは風にの り航海す る。止まらず
　　

前進す る。神の加護は彼 らのす く傍 にある。ほとんど1年 中海上を走 り続け,彼 らは見事

に疲労を忍ぶ。彼 らの望み通 り地平線に陸が姿を現わ し,彼 らはそれを見る。舟をその方
　　

向に向け,す ぐに漕 ぎ出さない者はいない。彼 らは綱をゆ るめ,帆 を下ろ し,接 岸す ると
　　

飛び降 りる。彼 らは羊の大群を見る。いずれも白い毛で被われ,か の荒野に住む雄鹿のよ
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うに大 きか った。大修道院長が彼 らに言 った。「諸君,3日 目まで我 々はここに とどまる。

今 日は神の子が苦悩を耐えられた聖木曜 日の最後 の晩餐の記念の 日である。彼は我 々をす
　　

みやかに運び,必 要なものを満た して くれ るや さしい友であ るので,我 々はそれを使 って

彼のために祝 うことができる。舟を引き上げることを考え よ。 これ らの羊の中か ら一頭を
400バ ック

取 り,復 活祭 の 日に用 意せ よ。 こ こには 他 に誰 もいな いの で,神 にそ の許 しを求 め よ う。」

　　

彼 らは ブラソダソが命 じた ことを実行 した。彼 らは3日 間そ こに滞在す る。土曜 日に1

人 の使者がやって来た。神 に代 り使者は彼 らに挨拶する。その髪は白 く,眼 は若 々しい。
る　

彼は どんな危険に も会わず長生 きをした。彼は 自分の土地か ら彼 らにパンを持 って来た。

パン種を入れない,大 きい真白のパンであった。そ して,も し彼 らに何か足 らない ものが
　　

あれば,何 で も見つけてあげ よ うと固 く約束す る。大修道院長がそ こは どうい う場所であ

るのかを尋ね ると,彼 は,故 意か否かはわか らないが,そ れについて多 くを語 らず,こ う
　エ　

答 えた。r我 々は我々の考 えが及ぶ限 りの ものを持 っている。」す ると大修道院長が言った。

「ここには羊がいる。私は如何 なる場所で もこれほど大きい羊を見た ことがない。」使者が
　　む

答える。「驚 くにはあた らない。 ここでは羊は決 して乳を搾 られたことがない。 厳 しい冬
　　　

も,病 気 も死 もない。 ブ ランダ ンよ,舟 に 入 り,あ そ こに見 え るあ の 島に行 きな さい。今
バ ッ ク る　

晩あの島に入 り,明 日そこで復活祭を祝 い,明 日の夜そ こか ら戻るのです。なぜそんなに

急いで?そ の理由は間 もな くわか るであろ う。それか らあなた方は,こ の岸のす ぐ傍を走
　ヨ　

って無事に戻 り,別 の場所に行 くのです。私 もあなた方の後を追ってそ こに行 く。 ここの

す ぐ近 くで私はあなた方に再会す るであろ う。あなた方にた くさんの食料を持 って行 く。」

　　

ブランダソは彼に さか らわず舟を出 し,く っきり浮んでいる島に向 う。神のおかげで風

があ り,ま たた く間にそ こに着いた。 しか し彼は非常に広大な海を横断 した。神に導かれ
　　む

る者は このよ うに進むのである。彼 らは難 な く上陸す る。修道士たちは全員舟をお りる。
る　　

大修道院長だけ中に残 った。彼 らは昼夜心 のこもったすば らしい勤めを行 う。教会 と同じ
　　

ように舟の中で勤めを終えた後,積 んで きた肉をそこで料理す るため舟か ら取 り出 した。
　ら　

彼 らは薪を捜 しに行 き,地 面で食事を作 る。用意がで きた とき,ま かない係が言った。rさ

あ坐って下 さい。」その とき彼 らは大声で叫ぶ。rあ あ,大 修道院長様,待 って下 さい。」 と
　　

い うのは大地が動き,舟 か らどん どん遠ざか って行 ったか らである。大修道院長が言 った。
　　

「恐れず,神 を求め よ。食料を全て持ち,舟 に,私 の ところに戻 りなさい。」 ブランダン

は彼 らに棒 と長い ロープを投げ る。然 う斯 うす る うちに彼 らの衣服が濡れる。全員が舟の
　　

中に入った。一方彼 らのいた島は非常に早 く逃げ去 り,そ の島で彼 らがおこした火が10里
　　

先にはっき り見えた。ブランダンは彼 らに言 った。r修 道士諸君,な ぜあなた方が 恐 れた

かわか りますか。我々が祭を行 った場所は島ではな く獣であ った。海 で最 も大きい魚の上
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であった。諸君,こ のことに驚いてはいけない。神があなた方をここに連れて来 ることを

望んだのは,あ なた方にもっと分別を与えるためであった。あなた方は彼の驚異を多 く見
　　　

れぽそれだけ彼を信 じるよ うにな るであろ う。王なる神が全ての魚を作 る前に,最 初にあ

れを作 られたのであ る。」

480そ び

ブランダソ大修道院長は こう言い終 ると,か な りの距離を航海 した。す ると高 く讐え,

明る く輝 く陸が見えてきた。あの修道士が言 った通 りであった。彼 らはそ こに早 く着いた。
　　 　　

彼 らは上陸を避けることも,他 の ことを恐れ もせず,舟 を陸に押 し上げる。綱で舟を引き

なが らゆ っくり小川を逆のぼ ってい く。小川をのぼ りつめた ところに一一本の木があった。
　　

それは大理石の ように白 く,大 変広い葉には赤 と白の斑点があ る。その木の高さはといえ
　　　

ば,見 た ところ,雲 の上 までのびていた。空中に広 く張 り出 した枝が,梢 か ら地面 まで木
　　

をぎっしり被い,遠 くまで陰を投げかけ光を奪 う。白い小鳥たちが とまっている。今まで

これほ ど美 しい小鳥 たちを見た人間はいない。

ら　

大修道院長は驚き,彼 の助言者である神に祈る。それが何であ るか教え給え。 こんなに

多 くの小鳥は何を意味するのか,彼 がやって来たのはどんな場所なのか,彼 の徳に免 じそ
　　

れについて教 え給 えと祈る。彼が祈 り終 えた とき,小 鳥たちの中か ら一羽が舞いお りて き
らユ　

た。鐘の響 きの よ うに飛翔がや さしくかなでる。それが舟の上に とまった とき,ブ ラソダ

ソはや さしく,お だやかに話 した。 「もしお前が神の創造物であるなら,私 の言 うことを

注意 してお聞き。 まず私 に,お 前が何者であるのか言 ってお くれ。何のためにお前たち,
らヨ　

お前 と他の小鳥たち全ては この場所 にいるのか。 とい うのはお前たちは私には大そ う美 し
　　む

く思えるか らである。」小鳥が答える。「我々は天使である。かつて我 々は天にいた。 とこ

ろが高慢で恥知 らずの者 と共に高みか ら非常に低い所に落ちた。彼は うぬぼれか ら主を裏
ら　　

切 り,主 に対 し立 ち向った。彼は長 として我 々の上に置かれ,神 の徳で我 々を養わなけれ
ら　　

ばな らなか った。彼は大いなる知恵の持 ち主であったので,我 々は彼を長 としなけれぽな

らなか った。彼は うぬぼれによ り大いに反逆的で,神 のことぽを軽蔑 した。彼がそれを犯
らヨ　

した後 も我 々は彼に仕えた。以前同様,従 った。それゆえ我 々は この真実の王国の相続権
ら　

を奪われたのである。 しか しこのことは我々が企てたのではなか ったので,我 々は神か ら

これほど大 きい徳を受けている。我々は彼 と共に自惚れた者たちほど大 きい刑罰は受けて
　　む

いない。我 々が受けている刑罰はこれだけである。すなわち,我 々は神の威厳,栄 光の存
ら　

在,そ して神の前 にいる喜 こびを失 った。あなたが尋ねた この島の名は,そ れはr小 鳥た

ちの天国』であ る。」 さらに小鳥は彼 らに言 った。「さて,あ なた方は1年 前か ら海の苦労
ら　

を耐えて きた。あなた方が天国に至るまであ と6年 残 っている。あなた方は大洋および至
　ら　 パ ッ ク

る所で多 くの苦悩や不幸を耐え,毎 年あの獣の上で復活祭を祝 うのです。」

一412一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

ア ン グ ロ ・ノル マ ン版 「ブ ラ ン ダ ソの 航 海 」 試 訳

ら　

こ う言 い終えると,小 鳥は飛んで きた木の方に立ち去った。 日が終 りに近付いた時,晩

方,小 鳥たちは賛歌 を歌 う。や さしい声で,声 高 く叫び,賛 歌の中で神に感謝する。追放
ら　

の身にかかわ らず,今 彼 らは修道士たちの訪問 とい う慰めを与え られている。崇高なる王

は未だか って人間をそこに送 られたことがなかった。そこで大修道院長が言 った。 「あ な
　　　

た方は聞きましたか,こ の天使たちが どれほど我々を歓迎 して くれているか。神を称え,

感謝 しなさい。神はあなた方を,あ なた方が求め る以上に愛 してお られ る。」彼 らは 舟 を
ら　

水路に残 し,岸 で食事を した。それか ら壮厳な詩篇朗唱法にの っと り終課を歌 う。そ して
ら　　

全員床に就き,イ エスに身を委ね る。多 くの危険を くぐり抜けてきたので疲れ果てて眠 る。
　　　

しか し一番鶏の歌 と共に彼 らは夜明け前の朝課を唱える。彼 らと共に,小 鳥たちの合唱が

ルフラソで答唱す る。

　　む

夜 明け とともに,日 の光の中か ら突然神の忠実な従者が現われた。彼 らに道を教 え,食
ら　

料を くれたあの使者であった。使者は彼 らに言 った。「食料は,私 があなた方に たっぷ り
パ ンテ コツ ト

見つけてあげ よう。あなた方は聖霊降臨祭の8日 目にた くさんの食料を,し か も簡単に手
ら　

に入れ るであろ う。疲労の後には休息の場が必要である。あなた方は2ヵ 月 ここにとどま

るのです。」彼は別れを告げ,立 ち去った。そ して3日 目に戻 って きた。必ず週に2度,
ら　

彼は一行を訪れた。彼 らは彼のことば通 りに行動 し,彼 の導 きに従 った。出発の時が来 る
ら　

と,彼 らは(水 が もらない よう)舟 を締めつけ始め る。牛皮で舟を被 い縫 うgす でにある
　　

ものは完全に擦 り切れているか らである。舟を完壁に し得るほどた くさんの予備があ った。
　　

食料不足で死なないよ うに,彼 らはあ らゆるものを十分補充す る。使者は,彼 らが望むだ

け,彼 らにパ ソと飲み物を与えた。彼は丸8ヵ 月を予定 した。その舟はそれ以上の重 さに
　　

耐えられなか った。接吻 し合 って別れを告げ,彼 らは出発す る。使者ははげ しく泣 きなが
　ユ　

ら,行 くべき方 向を彼 らに示 した。そのとき突然あの小鳥が帆の上に とまった。小鳥はブ

ランダンに出発せ よと言 った。さらに,彼 は長い航海を し,多 くの試練を耐えなければな
　ユ　

らない,つ ま りアル ベ ウの 島に到着 し,上 陸 で きる まで8ヵ 月待 た なければ な らない,そ
ノでル

して彼 らは そ こに 神 の誕 生 日に着 くで あろ うと言 った。 鳥 がそ う言い終 る と,ブ ラ ンダ ン
　　

は もはや猶予せず,舟 は風に乗 って出発す る。

彼 らは神にこれほどの順風を感謝 しつつ,海 上を全速力で帆走す る。風が強 くな り,た
　　

びたび彼 らは危険や苦悩を恐れる。4ヵ 月後に陸が見えたが,彼 らは大いに奮闘 しなけれ
　　

ば な らなか った。 しか しつ いに6ヵ 月 目に それ も終 った。 彼 らは上 陸 しよ うとす るが,今
　ヨ　

度は入口を どこにも見つけることがで きない。彼 らは40日 間その周囲を回 って,よ うや く

港に入 った。陸には岩や大 きな山が彼 らの前に立ちはだか っていたか らである。ついに彼
　ヨ　

らは,ひ とつの小川が作 り出した裂け 目を見つけた。彼 らはそれを利用す る。舟を上流に
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引 き上げた修道士たちは疲れたので休息す る。それか ら大修道院長が言った。「外に出て,
　む

身体に必要な ものを捜 しに行 こう。」ひ とりずつ全員が舟の外に出る。大修道院長 も仲間 と
　　

共に出る。彼 らは二つの泉を見つけ る。ひとつは澄み,ひ とつは濁 っている。のどが渇い

ていたので,彼 らは泉の方に走 って行 く。 大修道院長が彼 らに言った。「我慢せ よ。 そん
　　

なに急いで飲んではいけない。住民 と話す までは,我 々が見つけたこの小川がどのよ うな
　ら　

性質のものかわか らない。」 彼 らは大修道院長のことばを恐れ,非 常に大 きな渇きを耐え

る。間髪を入れず,直 ちに,1人 の大きな老人が走 って来 る。その男が僧服を着ていなけれ
　　　

ぽ,彼 らは恐れたであろ う。彼は修道士であった。 しか し何 も言わず ブランダンの足元に
　　

脆 く。 ブランダンは彼の手を取 り,立 たせる。老人は深 く,恭 々 しくお辞儀をす る。彼は

大修道院長 と修道士全員に接吻 し始める。それか らブラソダンの右手を取 って,彼 を 自分
　　

の住居に案内す る。大変すぽ らしい場所を見に来るよ う,他 の者たちに合図で示 した。途

中歩 きなが ら,大 修道院長が,彼 らが今いるのは どのよ うな場所であるか と尋ねた。 しか
　　　

し彼は口を閉ざ して答えないまま,彼 らを手厚 くもてなした。進むにつれて,目 的の場所
　　　

が見えて きた。それは美 しく,立 派な修道院であった。天下に これほ ど聖なるものはない。
　　　 アメ ジス ト

この地の大修道院長が,聖 遺物 と宝物を持ち出させる。紫水晶をち りぽめ,金 と純粋の宝
　　

石で飾 られた十字架,聖 遺物箱,福 音書,そ して,宝 石を嵌め込んだ金の丈夫 な香炉等。

衣服は全て金で刺 しゅうが施されていた。 アラ ビアにさえ,そ れほど黄金色に輝 くものは
684ヒ アシ ンス トパー ズ ジャスパ_

ない。大そ う大 きく完全 な風信子石 と紅縞めの うがつけ られている。黄玉や碧玉が嵌め込
　　

まれた止め金が きらきら輝いている。全ての修道士が祭服を着て,大 修道院長 と共に外に

出ていた。彼 らは喜 こびを満面にたたえ,列 を作 ってゆっくり進む。そ して全員が接吻 し
　　

終 ると,各 人他の者の手を取 り,案 内す る。彼 らはブランダンとその仲間を修道院に導い
　　

た。彼 らは小規模ではあるが立派な勤めを行 う。余 り仰々しくす ることを彼 らは望まなか

った。それか ら彼 らは大食堂に食事に行 く。そこでは朗読者以外は沈黙す る。彼 らの前に
　　

は一・つずつ甘 く白いパ ンがある。それは香が高 く健康 に良い。料理 として根菜が出される。

上等の料理以上に彼 らはそれ らに満腹す る。それか ら彼 らはすぼ らしい香の飲物を飲む。
　　

それは密入 り:葡萄酒 より甘い水であった。彼 らは食事を終えると立ち上 り,詩 篇を朗唱 し
　　

なが ら修道院に行 く。ほとんど全ての修道士が ミゼ レー レを歌いなが ら聖歌隊席横の椅子

まで歩いて行 く。給仕を した者た ちは大食堂に とどまる。
　ユ　

小 さな鐘が鳴 り,時 課が歌われた後,土 地の大修道院長が彼 らを外に案内する。彼は 自

分たちとその土地について ブランダソたちに語る。彼 らが誰で,ど うやって,い つか らそ
　　

こにい るのか 。誰 の,あ るいは誰か ら援 助を受 け てい るか 。 「我 々は24人 で あ り,こ の構
　　む

内に住んでいる。巡礼 ・聖アルベウが死んで80年 になる。彼は多 くの封土を所有す る権力
　　　

者であ ったが,こ の場所のために全てを放棄 した。彼が秘かに隠遁 した とき,神 の使いが

現われ,彼 を導いた。彼は この場所が,ま だ ここにあるこの修道院が用意 されているのを

一414一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

ア ン グ ロ ・ノ ル マ ン版 「ブ ラ ンダ ンの 航 海 」 試 訳

　　　

見出した。ここに敬慶なるアルベウが住んでいると聞 くと,我 々は神に導かれて様々の場

所か らここに集 った。我 々は彼を大変愛 していたか らである。彼が生 きている間,我 々は
　ヨ　

彼に仕え,大 修道院長に対す るように従 った。彼が我 々に修道院規律を教え,我 々の任務
　　

を定めて しま うと,神 は御 自分 の傍 に彼を召された。彼が死んでか ら80年 になる。神がそ

の後我々を支えて くれるので,我 々にはどのよ うな禍い も到来 しない。我 々の身体には如
　　

何なる不具 も,苦 痛も,痛 み も起 らない。我 々が手にす る食料は全て神か ら来 る。我 々は
　　

他のものは知 らない。我 々には誰 も持 って くる者はいない。我々には持って来 る者は見え
　　　

ない。それにもかかわ らず,注 文 しな くて も毎 日,必 ず就業 日には2人 の間にパ ンがひ と

つ用意 され,祭 日には私は夕食 に私 のパ ンを,そ して各人が一つずつ 自分のパンを与えら
　　　

れる。そ してあなた方が見て,ほ とんど飲みそ うになった二つの小川の うち,明 るい方は

冷 く,我 々はそれを飲料 とす る。濁 っている方は熱 く,洗 い物に使用する。我々が時課を
756,

唱えなければな らないとき,我 々の ラソプに火がともる。 この火は燃焼す るにかかわ らず,
　　

ろ うも油 も消耗 しない。火はひ とりでにつ き,ひ とりでに消える。我 々の中にはそれにた

ず さわ る者はいない。我々はここで何の心配 もな く暮 している。苦 しみは全 くない。我 々
　　

があなた方の到来を知 る前に,神 は我 々があなた方の食料を持つ ことを望んで,そ れをい
エ ピファニ　

つ もの二倍にされた。神があなた方を歓迎 してお られることが,私 には よくわか る。公現
　　

の祝 日か ら8日 目に,そ のときは じめてあなた方は ここか ら去 るのです。その ときまであ

なた方は ここに滞在 し,そ のときになっては じめて出発す るのです。」 そのときブランダ
　　　

ソが言 った。「これほ どい としい場所はない。 ここにとどまれれぽ うれ しいのだが。」大修

道院長が答えた。「あなたはある目的のために国を去 った。それを捜 しに行 きな さい。 そ
　　　 エピフ ァニ　

の後 は国に帰 り,あ なたが生 まれた場所で死ぬのです。今か ら1週 間後,主 の公現の祝 日

の8日 目に出発 しなさい。」

　　

大修道院長が定めた 日が来ると,ブ ラソダソは彼に別れを告げた。1人 の大修道院長が

もう1人 の大修道院長を,そ して彼 と共に他の修道士全員を案 内す る。彼 らは海に出る。
　　

神のおかげで風があ る。その風が彼 らをアルベウの島か ら運び去る。非常に長い間海上を
　　

走 ったが,陸 の徴は全 くない。風 と食料が尽 き,激 しい飢え と焼け るような渇 きが増 した。

海は余 りに も穏やかで,そ れゆえ航海は非常に苦 しか った。海はまるで沼の ように濃厚で
　　

あ った。舟にはもはや救われないと考える者 もいた。神が嵐によって彼 らを救 った。陸 と
　　　

岸が見えた。飢 えた者たちは,そ こに行 くべ く神によって定 め られ て いることを よく知

っている。彼 らは まるで自分たちのために作 られた ような入口を見つける。彼 らは澄んだ
　　

小川を見つけた。そ こには魚がお り,彼 らは100匹 以上つか まえた。沼地に生えている草
　　

は彼 らに有益であ る。 大修道院長が彼 らに言 った。r気 を付け よ。際限な く飲みすぎない

よ うに。」彼 らは渇 きの まま水を飲み,大 修道院長のことぽに従わなか った。 それか ら彼
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らは余 りに も多 くの水を秘かに飲んだので,愚 か者 と呼ばれた。睡魔に襲われ,横 になっ
　　

て眠 って しまったか らである。飲み過 ぎた者たちは身を傾けて,あ る者は1日,あ る者は

2日,あ る者は丸3日 横たわ っていた。ブランダソは修道士たちが完全に酔 っているのを
　　

見て,彼 らが正気 に返るまで,彼 らのために祈 った。全ての者が 自分たちの愚かさを認め
　　　

た。大修道院長が彼 らに言 った。rも はや忘却に陥 らない よう,こ こか ら逃げよ う。神 と

神への祈 りを忘れるよりも正直な飢えを忍ぶ方が良い。」
　　　

彼 らは海に出て,洗 足木曜 日には去年いた土地に戻 った。彼 らをもてな して くれたあの

白髪 の老人がそ こに現われ,彼 らのために港に天幕を張 った。彼は,疲 労 した旅人たちを
　　

そ こで祝福 し,新 しい僧服を用意 した。彼 らは聖書に書いてある通 りに聖餐式 と洗足の儀
　　

式を行 う。彼 らは3日 目までそこにとどまり,土 曜 日に出発す る。彼 らは海を横切 り魚の
　　

ところに行 く。大修道院長は彼 らに言った。「外に出 よう。」彼 らが前の年に失った鍋がそ
ジヤコニ ユ

こにあった。大魚がそれを保 っていた。今彼 らはそれを再び彼の背の上に見出 した。彼 ら
　 む

は この前 より安全 に彼の背に とどま り,す ば らしい祭を行 う。祝いは夜を通 し朝 まで続い
パ ッ ク 　 　

た。彼 らは復活祭を祝 う。彼 らは時間を忘れず,正 午を過 ぎると,さ っさと舟に荷物を戻

した○
　　

聖人はす ぐさま出発 し,前 に訪れた小鳥たちの島に向かい舟を走 らせ る。あの白い木が,
　ら　

そ して枝には小鳥たちが見えた。小鳥たちが彼 らを歓迎する声が遠 くの海か ら聞 こえて き
　　　

た。巡礼たちが到着す るまで歌い止めなか った。彼 らは,川 の上流の以前停泊 した ところ

に舟を引き上げ る。彼 らのホス トが現われ,天 幕を張る。彼は舟に食料を一杯積んで持 っ
　　

て来る。そ して彼 らに言った。「あなた方は しば らくここに滞在 します。あなた の お許 し
パ ン テ コ ッ ト

があれぽ,私 は去 ります。あなた方は聖霊降臨祭の8日 目まで,心 おきな くここに とどま
　　

るのです。何 も恐れてはいけ ません。私は必ず来て,必 要な時にはあなた方を助けますか
　　

ら。」彼 らは鎖で舟を固定 し,そ こに7週 間滞在す る。出発の日が来 ると,小 鳥たち の 中

か ら一羽が舞いお りて くる。輪を描いて舵の上に とまった。 ブランダンはその小鳥が話 し
　　　

た が ってい るのを理 解 し,各 人 に黙 る よ う言 った。 「諸 君 」 と小 鳥が 言 う。 「7年 の間毎年,
ノ しル 　 　

あなた方はこの休憩場所に戻 ります。毎年神の誕生 日にはアルベ ウの島に滞在 し,そ のの
パック880

ちあなた方のホス トが命 じた場所 で復活祭の聖餐式 と洗足式を行 うのです。そ して毎年獣
パ ック

の上で復活祭を祝 うのです。」 そ う言い終 ると,小 鳥は降 りてきた木の方に飛び去った。
　　

舟は深い海の上を漂 う。 どの修道士 もホス トを待み望む。彼は遅れずやって来た。彼の舟
　　

は食料を積んでや って来 る。そ して彼は 自分の舟か ら彼 らの舟に大切な食料を積みかえる。

それか ら彼の仲間たちを守って くれ るよう聖母マ リアの子に祈る。彼 らは戻 って くる日を
　　　

定 め る。 出発 の とき,彼 らは 涙を流 す。

彼 らは順風の中を快走す る。風は彼 らを東へ と運ぶ。海が眠 り,死 んだ ようになった。
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帆走が困難 になった。45日 間走 った後,彼 らは非常に大きな恐怖に襲われ,血 が凍るよ う
　　

な思いを した。彼 らの舟が大 きく揺れたのであ る。嵐のため舟は彼 らを乗せた ままも う少
　　

しで転覆 しそ うになる。それか ら,彼 らが耐えてきた如何なる苦悩 より恐ろ しい ことが起
　　

った。彼 らの方に一頭の海蛇がやって来る。風 よ り速 く追 いかけて くる。彼が吐 く火は大

か まどの中の薪の ように明るく燃 える。炎は大 きく,非 常に熱いので,彼 らは死を恐れ る。
　ユ　

その身体は途方 もな く大 きく,15頭 の牡牛 より大きい声で鳴 く。仮に危険なのは歯だけで
　ユ　

あったとして も,大 勢の人が逃げたであろ う。彼が立て る波は大 きな嵐に匹敵 した。蛇が

彼 らに近付いたとき,真 のr神 の人』であるブラソダソが言 った。「諸君,恐 れては い け
　　

ない。神があなた方の仇を取 って くれるであろ う。理性を失 った恐怖に より,神 と恩寵を
　　

忘れ ないよ うに気を付け よ。 神が守 り給 う者は,吠 える獣を恐れるべ きではない。」 こ う

言い終ると,神 に祈 った。彼が祈 った ことはす ぐにかなえ られた。 もう一頭の獣が現われ
　　

るのが見えた。それが蛇 と対戦す るに違 いない。蛇が舟に向って直進す るので,後 か ら来
　ヨ　

た方が怒 って吠える。蛇は敵に気付 く。舟をあ きらめ,後 退する。二頭の獣はぶつか り合
　　

う。両者,頭 を高 くもたげ,鼻 孔か ら火を吹 き出す。火は高 く雲 まで飛んで行 く。盾の よ
ひれ940

うな鰭 と足で殴 り合 う。槍のよ うに鋭い歯で噛み,傷 つけ合 った。 この巨大な身体につけ
　　　

合 った鋭い噛み傷か ら血が吹 き出す。傷は大そ う深 く,波 は血に染 る。戦いはす さまじか
　　　

った。海 は騒 然 とな った。後 か ら来た 方が勝 ち,蛇 を死 に至 らしめ た。歯 で強 く引 っ張 り,
　　　

蛇を三つに引き裂いた。仇討ちを遂げ ると,彼 は戻 って行 った。

　　

神があれほ どすみやかに食物 と衣服を与え,危 機に直面 した ときあれほ ど救 いを もた ら
　　

し,何 度 も死か ら逃れ させ るのを見るとき,人 は絶対 に絶望 してはいけない。む しろもっ

と信仰を堅 くしなければならない。 大修道院長が彼 らに言 った。 「他のことは全て放 って

お こ う。人はこのよ うな神に よく仕えなけれぽな らない。」彼 らは進んで答える。「我々は,
　　　

神が私たちを深 く愛 して下 さることを知 っている。」 その翌 日彼 らは陸を見る。無事に そ

こに着けると考える。非常に早 く着 き,疲 れた身体を休めるため外に とびお りる。草地 に
　　

天幕を張 り,舟 を乾いた ところに引 き上げる。彼 らが上陸す ると嵐がや ってきた。 プラン
　　　

ダンは,雨 模 様 の空 に よ り,天 気が悪 くな る ことを 知 った。 風が吹 き上 げ,彼 らを打 ち,
　　　

食料が尽きた。 しか しどのよ うな危機に遭遇 しよ うとも,彼 らは恐れなか った。大修道院
　　

長があれほど彼 らに説教 を し,神 が至る所で多 くを与え給 うたので,旅 の間彼 らは如何 な

ることに よっても少 しも信仰を失 うことはで きなか った。その後間もな く,魚(軽 さきほ
　　

どは蛇であった)の3分 の1切 れが流れ着 いた。海の波がそれを押 し,彼 らのために岸に

打 ち上げた。彼 らの飢えを静めるため,嵐 がそれを岸に押 しやった。その ときブランダン
　　

が 言 った。「見 な さい,諸 君 。 か ってあ なた方 の敵 であ った もの が,今,神 の恩恵 に よ り
　　

我 々を救 う。それは長い間我々の食料 となるであろ う。何 も恐れることはない。それがど
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んな外形であろ うとも,我 々の食料 となるであろ う。3ヵ 月以内にそれが尽 きないよ う,
　　　

よく考えて取 りなさい。」彼 らは命令通 り,そ の期間の分量を貯えた。樽を泉の水で 満 た
　　 　

し,薪 を貯 えた。 風が 吹 き始 め る と,彼 らは 出発 した。

神は奇跡を行 うことを止めない。あ らたな危機が彼 らを苦 しめる。この危機は,も しそ
1004ま さ

れが 最初 で あ った な ら,(最 初 の ものに)劣 らず,む しろ勝 って いたで あろ うに。 し か し

グ リフヤ ン

彼 らが神に より抱いている覚悟 と神の守護のゆえに,彼 らは恐れなかった。鳥獣が火を吐
ユ　　

きなが ら空か らお りて くる。彼 らをつかまえようと爪をのばす。火炎の ような頬 と非常に
　むユ　

鋭 い足がせまる。その爪の一撃で もぎ取 られないほ ど頑丈な舟の舷はない。その激 しさと,

彼が起す風だけで舟は傾 きそ うになる。 この ように彼 らが海で追いかけ られていた とき,
ユ　 　 グリフォン

ー頭の竜が非常に明るい火を吐きなが ら現われた
。翼を動か し,首 をのば し,鳥 獣に向っ

ユむ　　

て飛んで行 く。空中戦が行われ る。二頭の吐 く火があた り一面を照 らす。彼 ら全員の 目の
1024グ リフ ォング リフォ ン

前 で,二 頭 は打 ち合 い,火 を 吐 き,噛 みつ き,押 し合 う。鳥 獣は 大 き く,竜 は細 い。鳥 獣
グ リフ ォン グ リフ ォン

の方が力が強 く,竜 の方が激 しい。鳥獣が死に,海 に落ちた。鳥獣を恐れていた者たちは
ユ　 　

それに よって報われた。竜は勝利をたず さえて立ち去る。修道士たちは神の栄光 を称え る。

彼 らはそ こを離れ,前 進する。神の聖霊により,彼 らは確信 している。

　ヨ　

ネ ロの庭で殺された聖ペテ ロの祭 日がや ってきた。修道士たちは彼の祭 日を祝い,使 徒
　　 　

ペテ ロの栄光を称える。大修道院長は勤めを行い,規 定 どお り非常に大 きな声で朗々 と歌

った。その とき全ての修道士たちが言 った。「教父様,も っと小さい声で歌って下 さ い。
ユ　 む

さもない とあなたは我々を死なせることになるで しょう。波は澄み渡 り,海 は深いのに底
　　 　

まで,し か もあんなに多 くの魚が うごめいているのが見えるか らです。前代未聞の,大 き
ユ　　

くて檸猛な魚どもが見えます。 もし大 きな音をたてて彼 らを刺激すれば,い いですか,我

々は死ななければな らないでし ょう。」大修道院長は微笑んで彼 らを餐め,彼 らを愚 か で
　む　　

あ ると思 う。「諸君,な ぜ あなた方は恐れ るのか。あなた方はあなた方の信仰か ら離 れ て

いるか らである。あなた方はもっと大 ぎい危険を乗 り越えてきた。あなた方全てに対 し,
ユむ　

神は良 き保護者であった。今回の危険はまだあなた方に起ってさえいない。罪を認め よ。」

とブランダソは彼 らに言い,さ きほどより大 きな声で高 らかに歌った。海か ら荒々しい獣
ユむ　

たちが とび出し,そ の 日の祭を祝いなが ら舟の周囲を回る。彼 らがその 日の勤めを歌い終

る と,魚 たちはそれぞれ戻 って行 った。

エ　 　

彼 らは前進する。す ると沖に大 きな柱が立 っているのがは っき り見えた。それは純粋の
　　

ジ ャー ゴ ン石 で ま ざ り物 は な く,サ ファイア色で あ った。そ の持主 が いる とす れぽ,そ の

人 は富 者で あ るに違 いな い。 それ は上 は雲 まで,下 は海 底 までの びて いた。周 囲 には天幕

一418一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

ア ン グ ロ ・ノル マ ン版 「ブ ラ ン ダ ンの 航 海 」試 訳

ユ　　　

が張 られている。それは天辺か ら海まで垂れ下 り,繊 細 な細工を施 された貴金で作 られて

いる。全世界 と引き換えで も,そ れを作 ることはで きないであろ う。 ブラソダンはそれに
ユむ　　

向って舟を走 らせ る。その傍 に行 くのが待ち遠 しく感 じられる。帆を張 ったまま舟 ごと,
　　

修道士 と共に天幕の中に入 る。柱が海 と接す る所にエメラル ドの祭壇を見た。小礼拝堂は
ナ ル ド ワ ヌ カルセ ドワヌ エ　　る

紅玉髄,敷 石は玉 髄 であった。柱の中に純金の梁が固定 され,小 礼拝堂を支えている。
ベ リル ユ　　　

そ して ラソプは緑柱石。彼 らは如何なる危険 も恐れない。3日 目までそこに滞在 し,全 員

が順番に ミサを歌 う。神の秘密を求めてはいけない,と ブランダンは内心考える。彼は修
ユ　 　

道士たちに言 った。r私 の分別を信ぜ よ。 ここを出よ う。出発 しよ う。」大修道院長はすぼ
ユ　 　

らしい水晶の聖杯を取る。それで神に仕 えるためにそれを持 ち去 るときには,神 か ら離れ

るのではないことを彼は よく知 っている。

巡礼たちはかな りの距離を航海 した。 しか しまだ終 りを知 らない。それで も彼 らは怠け
　　

ない。進めば進むほ ど,努 力する。望む ものを見るまでは,努 力す ることをあきらめない。
ユユ　

彼 らの前に,黒 い蒸気 と雲に取 り囲 まれた陸が現われた。それは臭い,腐 った死骸 よ り臭
ユユ　

い煙を吐 き出 し,闇 に被われていた。彼 らはそこで休息 したい とは思わない。そ こでは歓
ユユユ　

迎され ないことを,遠 くにいなが ら理解 した。彼 らは他の場所 に向お うとす るが,そ の方

に進 まなければならなか った。風が彼 らを導いたか らである。大修道院長は彼 らを諭 し,
　 　　

言 った。rあ なた方は地獄 に押 しや られているとい うことを承知 しておきなさい。今 ほ ど

神の守護を多 く必要 とす ることはかつてなかった。」 ブランダソは十字を切って彼 ら を 祝
ユユ　

福 した。地獄の井戸が近 いことをよく知っているか らである。彼 らが近付 くにつれて,災
　 　　

いが見えて くる。 もっと暗い谷が 目に入る。深い谷 と穴か ら,巨 大な金属板が燃 えなが ら

飛び交 う。ふい ごか ら送 られる風が うなる。雷でさえそれほ ど大 きい音では鳴 らない。火

花を散 らす金属板や燃 える岩,そ して炎がその空 に余 りにも高 く飛び上 り,昼 間の明るさ

を覆 って しま う。

　 ヨ　

修道士たちはその山に近付いた とき,悪 魔を見た。それを恐ろしいと思 った。その悪魔
　　

は巨大で,真 赤に燃えて地獄か ら出て きた。手には鉄のハンマーを持 っている。それは柱

として使える位大 きか った。彼 らの存在に気付 き,炎 のごとく燃えるまなざしで彼 らを見
　 　　

るや,彼 らのためにあ らゆ る拷問の用意を した くて矢 も槍 も堪 らな くなる。の どか ら火を
　 　　

吐 き出しなが ら,全 速力で炉 まで走 り,炎 の ように真赤な金属板を持 ってあっとい う間に
やっと こ

戻 って くる。それをは さんでいる鋏は優に牛10頭 分の 目方があ る。彼はそれを雲に向って
ユユ　

かかげ,彼 ら目がけて投げつける。風に よって上空に引き上げ られるときの竜巻で さえ,
　ヱら　

大弓の欠でさえ,さ らに投石器の石で さえ,そ の速 さには及ぼない。金属板は高 く上れば

上 るほ ど燃え上 り,上 昇 しなが ら勢いを取 り戻す。ば らぽ らになった と思えば,再 び一体
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　ユら　

に な った 。それ は彼 らの上 に落 ちず,通 り越 した。落 ちた海 中 では林 間の ピースの よ うに
　　

燃 える。海の中で大 きい炎を上げなが ら非常に長い間燃 えている。
　　　

風が舟を導 き,そ れゆえ彼 らはそ こを逃れた。順風に乗 り彼 らは立去 った。 しか し彼 ら
ユ　　

は何度 もふ り返 って見た。炎 と煙に包 まれている島を見た。数千人の悪魔が見えた。劫苦

を受け る者たちの叫び と嘆 きが聞 こえた。はるか空中に広がる煙か ら,強 い悪臭が彼 らの
ユ　　　

ところまで とどいた。彼 らは必死に耐え,必 死に逃げた。聖なる人は,飢 えや渇 き,寒 さ
ユヱ　　

暑 さ,心 配や悲 しみ,そ して恐怖 といった多 くの苦 しみを持つ とき,そ れだけ神のもとで
　　

の幸が増す。彼 らの場合がそ うであ った。神に対す る彼 らの信仰は固 まり,彼 らが信仰を

失 うことは もはやない。彼 らは前進す る。何 も恐れない。その ことに より,彼 らは自分た

ちが正 しく行動 していることを 自覚 してい る。
　　

翌朝,夜 明け と共 に,彼 らのす ぐ傍に或る場所が見えた。雲に包 まれた山であった。風
　　

が彼 らをその方に どん どん押 しやる。彼 らは またた く間に岸に着 く。 しか しその台地は非
　ユ　　

常に高 く,彼 らの中の誰ひと りとしてその山の高さを識別す ることはできなかった。それ

は頂辺か ら岸まで一定の角度で下 っている。地面は真黒である。旅の間中,こ の ような所
　ユ　

には出会 った ことがなか った。なぜ なのか彼 らには分 らないが,(仲 間の)ひ と りが 舟 の

外に とび出し,姿 を消 した。全員その男が話すのを耳にした。大修道院長にのみその姿が
ユ　　

見えた。「皆 さん,今 私は,私 の罪ゆえに,あ なた方の ところか らさらわれたので す。 そ

のことをよく承知 して下 さい。」そして大修道院長は彼が100人 の悪魔に引かれて行 くの

を見る。悪魔たちは彼に悲痛な声を上げ させる。修道士たちはそこを去 り,他 の場所に向
ユ　　

う。 彼 らは恐 しか ったの で,互 い に眺め合 う。 山の煙 が晴れ,地 獄が 口を大 き く開い てい
ユ　　

るのが見えた。地獄は,火 炎,燃 える枝や金属板,そ して松脂や硫黄を雲にとどくまで投

げ上げ,再 びそれを受け取 る。それ らは地獄のものであるか らである。

ユ　ユ　

それか らブランダソは修道士たち と共 に海を走 る。十字の印で彼らを武装 させる。海に
ユ　エ　

岩の ような隆起が見えた。それは実際岩であった。 しか し彼 らは信 じることができない。

そこで大修道院長が言 った。rさ あ急こ う。それが何か確かめよ う。走って行 こう。」彼 ら
ユ　　

はそこに到着 し,近 づいた岩の上に,全 く予期せぬ ものを見出した。裸の男が坐 っている
ユ　　

のを見た。彼は非業の死を とげ,あ らゆ る方向に引っぱ られ,ず たずたに引き裂かれてい
ユ　　

た。顔を布で結び,柱 に くくりつけ られていた。波にさらわれない ように,自 分を岩にし

っか り縛 りつけていた。海の波が彼を強 く打つので彼の死には終 りがない。波が彼を打つ。
　　ヨ　

彼は落 ちそ うになる。別の波が後か ら押 し上げる。前に危険。上に危険。後に危険。下に
ユ　　

危険。右 に嵐があれば,左 にもそれに劣 らない嵐がある。波が爪跡を残す とき,彼 は非常

にあわれな うめ き声をあげる。
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ユ　　　

「あ あ,イ エ ス よ,至 高 の王 よ,私 の死 は冬 に も夏 に も(永 久 に)終 る こ とがな いの で

あ ろ うか 。全蒼 宥 を動かす イエ ス よ,す で にあ なたの 慈悲 は この よ うに立派 で あ る。 イエ
ユ　 　

ス よ,あ なた は大 そ う慈 悲深 い。私 が(苦 悩の)外 に出 る時は ない ので し ょ うか。 イエス

よ,マ リアの息 子 よ,私 は慈 悲 を乞 うべ きか否か わか らない。私 に はで きな い し,あ え て
ユ　　　

や る勇気 もない。 とい うのは,私 はあれほ ど大 きな罪を犯 したので,私 に対す る判決はす

でに下 されたか らである。」

ブラソダンは彼が この よ うに嘆 くのを聞 くと,今 までにない大きな心の痛みを覚えた。
ユ　ら　

彼は手をあげ,全 員を祝福す る。彼はそ こに近付 こうと必死になる。彼が近付いたとき,

海は静まる。風 も,そ よ風も海をか き立てない。 ブランダンが彼に言 った。「言 って お く
ユ　ら　

れ,哀 れなる者 よ。あなたはなぜ この責苦を受けているのか。あなたが叫び求めているイ
　　　

エ スに代 り,私 は あなた に命 じる。 今 の問に答 え よ。 そ してあ なたが誰 で ,ど んな罪 で こ

こにい るのか言 い た まえ。」 ブ ランダ ソは彼 のた めに泣 き,そ れ以 上話 す ことが で き ず,

それ ゆ え黙 った。
　　　　

その男は低い声でブラソダソに話す。彼の声は非常に固 く,非 常に疲れていた。r私 は
　　　

イエスに仕 えていて,彼 を裏切 ったユダである。私は私の主を売 った者である。そ して悲

しみのため首を吊った。私 は愛 してい るふ りを して接吻 し,和 解 させなければな らない時
ユ　　

に仲違いさせた。私は彼の財産を預か っていた。私はそれを秘かに盗んだ。イエスは,人

が彼のために 持ってきた捧げ 物を全て貧 しい 人々に与え よと勧めていたのに,私 はそれ
　　　　

を私 の財布の中に隠 した。以上が私の刑罰の源である。私は星空を作 った人に対 し,そ れ
ユ　　

を隠 しおおせ ると思 っていた。私は神の貧 しい人 々に富を妨げたが,今 彼 らは豊かで,私

は乞 うている。私は神を憎んだ裏切者である。私は哀れな小羊を狼たちに売 った。私は彼
　　　

が ピラ トの手中にあるのを見た時,大 そ う打ちのめ された顔を した。私はこの敬度なる人

がユ ダヤ人の手に,こ の残酷な人々に委ね られたのを見た時,そ して彼 らがふ ざけて彼を
ユ　　　

崇め,い ば らの冠を被せるのを見た時,さ らに彼が卑 しめを受けるのを見た時,私 が非常

に不幸であった ことを知 って下 さい。それか ら私は,彼 が殺 されるために連れて行かれ る
　　　

のを見た。柔 らかい脇か ら血が滲み出るのを見た。彼が十字架にかけ られるのを,私 に売
コ　　　

られて死ぬのを見た とき,私 はす ぐに30ド ニエを返 した。彼 らはすでに支払 った ものを受

け取ろ うとは しなか った。私は分別をもって悔俊す る代 りに,怒 りに まかせて 自殺 した。
　　

そ して私は告白を しなか ったので,永 久に劫苦を受けている。あなたは私が地獄で どのよ
ユヨ　

うな 刑罰 を受け るの か知 らな い。今 は私 の刑罰 の合 間 の休 息 であ る。土 曜 日は夜 に,日 曜

日は1日 中,日 暮れ まで この よ うな休 息 が与 え られ る。 さ らに,ク リスマ スか ら2週 間,
ユ　 　

私は大きな刑罰を免除され ここにや って来 る。そ してマ リアの祭 日に も大きな刑罰を全 く
パ ソ ク パ ン テ コ ッ ト ユヨユ　

受けない。復活祭 と聖霊降臨祭に も,あ なたが今見ている以外には私は刑罰を受けない。
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ユ　　

1年 の他の祭 日には,私 は刑罰か らの休息を持たない。 日曜の夜,私 は ここを去 り責め苦

を受けに行 く。」
ユヨ　

そのときブランダンが言 った。「さあ教 えてお くれ。 これが休息であるな ら,責 め 苦 と

刑罰のためには,あ なたは どの ような場所 に住むのか。そ して償いのためにはどの ような
ユヨ　　

場所を与え られているのか。あなたは ここを出て どこへ行 くのか。」ユ ダが答える。「悪魔

たちの領地であるその場所は近 い。余 り遠 くないが,彼 らの声が聞こえないほ どには離れ
ユヨ　

ている。そ こには隣 り合 う二つの地獄がある。それ らを耐えることは大 きな責苦である。

その二つの地獄は このす ぐ近 くにあ り,夏 も冬 も(永 久に)止 むことがない。二つの うち
ユ　 　

軽い方で さえ恐ろ しく,そ こにいる者たちに とってはとても耐え難 い。それを耐える者た

ちは こ う考える。 自分たちに比べれぽ,他 の者たちは責め苦を受けているとは言えないと。
ユヨヨ　

私以外には我々の中で誰ひとり,二 つの地獄 の うちどち らで より多 く罰せ られるかを知 る

者はいない。どち らかひ とつ以上与え られ る者は誰 もいないが,こ の哀れな私は両方を与
ユ　 　

えられている。ひ とつは山に,も うひとつは谷にあ り,そ れ らを塩の海が隔てている。 し

か し驚いた ことに,二 つの地獄を隔てるその海は少 しも燃 え立たない。山の地獄 の方が苦
ユヨ　

しく,谷 の地獄 の方が恐ろ しい。空の近 くの地獄は熱 く汗が出る。海の近 くの地獄は冷 く
　　 　

臭い。夜 も含めて1日,私 は上 にいる。それか ら下に移 り住む。次の 日には上 り,そ の次

の 日には下 りる。私の責め苦は果て しない。地獄を変 えるのは,責 め苦を軽減す るためで
　ヨら　

は な く,重 くす るため であ る。

エ　　

月曜 日は夜 も昼 も,私 は車輪で回転 している。哀れな私はその中に吊され,風 の ように

速 く回る。風がそれを空中の至る所に運ぶので,私 は常に行った り来た りす る。

ユヨ　

翌 日私はそ こか ら放 り出され,唖 然 としている うちに,海 の上を飛んで谷へ行 く。多 く
ユヨ　

の責め苦のあるも うひとつの地獄へ。そこではす ぐにつながれ,悪 魔たちにひどく責め立

て られ る。彼 らは,私 を串の寝台に横たえ,私 の上にい くつかの鉛 と岩を置 く。そ こで余
　ヨ　　

りに も多 く突 き刺 され るので,ご らんの通 り私 の身体はこんなに穴があいているのである。

水曜 日には上に追いや られ る。そこでは私に対す る刑罰が変え られる。ほ とん ど1日 中
ユ　 　

私はタール ピッチの中で煮 られる。それゆえごらんの通 り私は真黒である。次に,そ こか

ら取 り出され,柱 に結え られ,2つ の火の間で火爽 りにされる。鉄の柱がそ こに据え付け
　　　

られている。それは私のためであ って,他 の者のためではない。それは,ま るでふいごで

あおられた火の中に10年 間置かれていたかの ように真赤である。 タール ピッチにより身体
　　 　

中 に火が つ き,私 の責め苦 が増 大す る。 それか らタ ール ピ ッチの中 に投げ戻 され,も っ と
ユヨ　　

よ く燃 えるよ うに油を注がれる。その火の上に置かれても溶けてしまわないほ ど固い大理

石はない。 しか し私の身体は この責め苦用に作 られているので,消 滅す ることができない。

-422一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

ア ン グ ロ ・ノル マ ン版 「ブ ラ ン ダ ンの航 海 」 試 訳

　　 　

この よ うな刑罰 を,そ れ が どれだ け私 を苦 しめ よ うが,1日 中,一 晩 中,私 は受け るの で

あ る。

次いで木 曜日に,私 は谷に置かれる。そこでは反対 の責め苦を受けるため,冷 い場所に
　　 　

入れ られ る。そこは真暗かつ真黒である。そ して余 りに も寒いので,あ れほ ど強 く私を焼
ユ　 　

く火の中に入 るのが待ち遠 しくなる。それゆえ寒 さほど私に とって辛い責め苦はない と思

われ る。 どの責め苦に関 しても,そ のとき私が受けているものほ ど強い ものはないと思わ

れ る。
ユ　　

金曜 日には上 に戻る。そ こには多 くの死が私のために用意されている。私 は身体中の皮

を剥がれ るので,外 側には皮は全 くない。次に塩の入った煤 の中に入れ られ,焼 けた杭で
ユ　　

押 しつぶ され る。それか ら新 しい皮膚が急速に生 える。 この責め苦を くり返すためである。
ユ　　

日に10回,私 は皮をむかれ,塩 の中に押 し込 まれ,銅 と共に溶か した鉛を熱いまま飲ませ

られ る。
ユ　ユ　

土曜 日には下 に投げ落 され る。他の悪魔たちが違 った責め苦を用意する。私は牢獄 に入
　　　

れ られる。地獄 中でそ こほ ど恐ろ しい所はない。地獄中でそ こほ ど汚い所はない。私はそ

こに綱なしで降 りる。そこに明か りはな く,私 は暗闇と悪臭の中に横たわ る。余 りに もひ
ユ　　

どい悪臭が来 るので,私 は心臓が破裂す るのではないか といつ も思 う。彼 らが私に飲ませ
ユ　　　

た銅のため私は吐 くことができず,身 体が腫れ,皮 が張る。私は苦悩する。 も う少 しで破

裂 しそ うである。ユ ダはこの ような熱 さ,寒 さ,悪 臭,苦 悩を受けている。
ユ　　

昨 日は土曜 日であったので,私 は正午 と3時 の間にここに来た。今 日私は この場所で休
ユ　　

息す る。間もな く嫌 な夜が来 る。す ぐに千人の悪魔がや って来 る。彼 らが私を手にしてい

るときは,私 は休息で きない。 しか し,も しあなたにその力があるな ら,今 晩私 に休息を
　　 　

与えて下 さい。もしあなたがそれに値す るな ら,今 晩私を 自由に して下 さい。私 にはあな

たが聖人で敬慶であることがわか る。あなたは恐れることな く,こ の ような場所 に来 るの

ですか ら。」

ユ　　む

ブランダンはさめざめと泣いた。この者が これほ ど多 くの苦悩を耐えているか らである。

彼が 自分を縛 りつけているその布は何に関係するのか教えて くれ とブランダンは命 じた。
ユ　　　

そ して彼がのっているその岩は どこか ら,そ して誰に由来す るのか,と 聞いた。 ユダが彼
ユる　

に答える。「生前,私 はほんの少 しの善行 と多 くの愚行を行 った。善行 と悪行は,ど ち ら

の方が私の心にとって大切 であったか,今 になっては っき りわか る。私が預か っていた布
ユ　　　

施 の中か ら,私 は貧 しい裸の男に服を買ってや った。それゆえ,溺 れないよ うに私の口の

まわ りで私を縛 っているこの布が与え られた。波が前か ら顔 に打ち寄せるとき,こ れが少
ユ　　

しは守 って くれ るが,地 獄では何の役にも立たない。私の財産は私 自身のものではなかっ
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たか らである。あ る川の中に,私 は小 さな丘 と,そ の上に小 さな橋を作 った。それまでそ
　　 む

ごで多 くの人が死んでいたが,そ れ以後は救われた。それゆえ,私 のか くも大 きい不幸が

軽減 された。」

　　 　

夕暮れが近付 いた時,ブ ラソダンは彼の ことばが真実であ ることを知 った。彼は,千 人

の悪魔が責め苦 と刑罰をたず さえて現われるのを見た。彼 らはこの哀れな者の方にまっす
ユ　　

ぐや って来 る。ひ と りが前 に とび 出 し,鉤 で彼を と らえ る。 ブ ランダ ンが 彼 ら に 言 う。
ユ　　　

「月曜 日の朝 まで彼を ここに残せ。」彼 らは彼にさか らって,彼 を連れず置いて行 く こ と

などで きないと言 う。そこで ブランダンは言 った。r私 はお前たちにそれを命ず る。 イ エ
ユ　　　

スは私 の守護者である。」彼 らは意に反 しユダを残す。彼 らには反撃の余地はな か った。

ブランダソはその夜そ こに とどまった。悪魔たちは邪魔す ることな く,向 う側にとどまる。
ユ　　

彼 らは朝を待ち望む。彼 らは怒 り狂い,ど な って言 う。彼の刑罰を2倍 にしてや る!と 。
　　　

大修道院長が答える。「彼は,審 判で定め られた以上に責め苦を受け ることはない。」夜が

明けると,彼 らはユダと共に戻って行 った。

ユ　　

ブラソダンは前進す る。神の加護を受けていることを確信す る。そ して修道士たちは全

員,神 に導かれているので安全であることを よく知 っている。彼 らは神に,そ れ までの旅
ユ　　

と,必 要なものを全て整えて くれた ことを感謝す る。彼 らが仲間の数を数えると,1人 欠
ユベ　　

け てい る。彼 らに は,彼 が ど うな った のか,ど こで勾 留 された のかわ か らな い。は じめの

2人 に関 して は,ど の よ うに して彼 らが去 ったか知 って い る。 ところが この第 三の者 に関
ユら　

しては戸惑 った。大修道院長が彼 らに言 った。彼は全 てを知 っているのである。 「神は 彼

をみ こころのままにな された。あなた方はこの ことで恐れてはいけない。む しろあなた方
ユら　

の道を しっか り歩みな さい。彼が,休 息に しろ責め苦にしろ,自 分の裁 きを受けることを

知 りなさい。」

彼 らが進 んで行 くと,非 常に高い山が海の中にぽつんと浮んでいるのが見えた。彼 らは
ユ　　

す く・にそこに到着す る。 しか し岸は険 しく,人 を寄せつけない。大修道院長が彼 らに言っ
　　 　

た。r私 は舟の外に出る。私以外は誰 も動かない ように!」 彼は山を登 り,何 かを見 つ け

るまで どん どん進む。岩の間の道をた どった。するとひとつの岩が突然彼の前に現われ,
ユら　　

そ こか ら1人 の男が とび出 した。敬慶な修道士であるらしい。その男は ブランダンの名を
ユら　む

呼んだ。 彼は神 に よりその名を 知 っていたか らである。 それか ら彼に接吻 し,仲 間たち

を1人 残 さず連れて来 るよ うに言 った。ブラソダンはそこに行き,彼 らを呼ぶ。彼 らは舟
　　　　

を岩につなぐ。その男は全員を名前で呼んだ。「こち らに来て,私 に接吻せ よ。」彼 らはそ

うした。それか ら彼は修道士たちを彼の住居に連れて行き,見 せた。勧め られた ように,
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ユら　　

彼 らは休息す る。彼 らは,彼 とその衣服に驚嘆す る。体毛以外には衣服はな く,そ れに よ
ユらヨ　

って彼は薄布に よるごとく被われているのである。彼は天使の よ うなまなざしと,こ の世

の ものならぬ身体 を持っていた。 この修道士の体毛 より白 く輝 く雪はない。 ブランダンが
ユらヨ　

彼に言った。「親愛なる教父殿,あ なたが誰であるのか私 に教えて下 さい。」彼が 「喜 こん

で。私は陰者ポール とい う者である。私は ここであ らゆる苦痛か ら解放 されている。ず っ
ユ　　む

と昔か らここにいる。そ して この ことは神の指示に より私 に起った。娑婆世界では私は森

の隠者であった。私は私の意志でその生活を選び,わ ずか しかない私の力を全 て注いで,
ユ　　　

可能な限 り神に仕 えた。神は善意によ りそれを受け取 り,私 の行為を必要以上に評価 され
ユら　

た。神は私に,こ こに来て,栄 光を待つ よ う命 じ給 うた。私が どの ように して ここに来た

か?私 は舟に乗 り込んだ。私がその舟を見つけたとき,そ れは完全に用意が整 っていた。
ユらら　

神が私を速かに,静 かに導いて くれた。私が到着す ると舟は立ち去 った。

私が ここに来てか ら90年 になる。 ここは気候が良 く,永 久に夏であ る。私は ここで審判
　　ら　

を待 っている。それが神の命令であ る。私は ここで完全に肉体 と骨に包 まれているが,苦
ユら　

悩はな く,休 息の状態にあ る。そこで審判の ときは じめて魂が肉体か ら離れ,私 は,私 の

送 った生活ゆえに,正 義の人 々と共に蘇 るであろ う。丸30年 の間忘れず世話を して くれた

従僕がいる。それはかわ うそであった。彼は度々,つ ま り必ず週に3回,私 に食べさせ る
　　　

魚を持 ってきた。彼が3匹 の魚を持 って来ないまま,週 が空 しく過 ぎた ことはなか った。
ユら　　

私 の食事はそれで十分であ った。私が魚を焼 くことがで きるように彼は,完 全に乾燥 した

漂流物 のつまった小さい袋を首にかけて持 って来た。それが誰に よるものか。主以外には
ユ　　　

ない。私がここに来た最初の30年 間ず っと,私 はこのよ うに して食物を与え られた。魚は
ユう　

大変滋養があ ったので何 も飲む必要がなか った。我 々の主は,こ の ような食事にも,も っ

と大そ うなものに も心を煩わせ な くなった。す なわ ち,30年 後 にはかわ うそが戻って来な

くな った。それはかわ うその悪意によるもので も,私 を軽蔑 したか らでもな く,神 が もは
エら　

や,私1人 だけのために外か ら食事が運ばれ るのを望 まなか ったか らである。神は私のた
　ら　

めに ここに,あ らゆ る滋養分 に満ちた泉を作 られた。そ こか らわずかでも飲む者には,完

全な食事で満腹 したかの ように思われ る。私 はこの水に よって60年 生 きて きた。魚で30年
ユら　

であるか ら,合 計90年 。娑婆世界では私は50才 であった。私の年は140才 である。 ブラン

ダン修道士 よ,私 はあなたに,こ こで私が どのよ うに無上の喜 こびを与え られているかを
　ら　　

話 した・ しか しあなたは天国に行 くのです。あなたがそれを求めてほぼ7年 になる。今 日

あなたは後に戻るのです。かつて滞在 したあの善良なホス トの所 に。彼があなたを案内す
ユ　　

る。そ してあなたは彼の後に従い,敬 慶な人 々のいる天国に行 くのです。飢えと渇 きをい
ユ　 　

やすために この水を持 って行 きなさい。さあ舟に入って。 ぐず ぐず しないで。風を無駄に

すべ きではない。」彼は ブランダソを送 り出し,ブ ランダンは彼の厚意に感謝 し,別 れ を

告げる。
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今彼 らはあのホス トの所に向 う。暗雲が空を覆 っている。彼 らは直行す るにもかかわ ら
エ　　　

ず,到 着するまで長い間航海す る。そ して最後の晩餐の聖木曜日によ うや くそこに到着す

る。いつ も同様,出 発 しなければな らない時 までそこに滞在す る。土曜 日には魚の ところ
ユ　　

に行き,他 の年 と同様そこで(復 活祭を)祝 う。彼 らは,今 や7年 来この魚が彼 らの従僕
　　 む

であることを認識 した。彼 らは神を称える。誠実な神の徳のおかげで,彼 らはそ こで無事
ユ　　　

であったか らである。その翌 日,彼 らは折 りしも吹いてきた風に乗 って出発 し,彼 らが2

ヵ月滞在することにな るあの小鳥たちの島に直行す る。彼 らは喜 こんでそ こに滞在 し,あ
ユ　　　

のすば らしいホス トの案内を待つ。彼は修道士たち と共にすば らしい旅をす るであろ う。

ホス トはその旅が長い ことを知 っているので,彼 らに必要なものを全 て用意す る。何が彼
ユ　　

らに必要であるかを知 っているので,で きる限 りの ものを積み込んだ。修道士たちはその

ホス トと共に海に出る。彼 らは2度 とそこには戻 らない。彼 らは東に向って走る。中に案
ユ　ヨ　

内して くれ る者がいるので,少 しも道に迷わず,彼 らは楽 しく,喜 こび勇んで旅をする。
ユ　 む

40日 間ぶっ通 しで外海を航海す る。海 と水の上の空 しか彼 らの前に現われない。そ して王
ユ　 　 ユ　る　

なる神の同意に より,今 彼 らは,ア ダムが君臨 していた天国を取 り巻 く霧に近づ く。彼の
ユ　ら　

子孫がそ こに戻れ ないよ うに,大 きな雲が暗闇を作 っている。神に よりこの雲を通過す る

ための視 力を与え られた者以外は,こ の深い霧がそ こに入 る者を盲にし,視 力を奪 う。そ
ユ　ら　

のときホス トが言った。「急いで帆に風を張 りなさい。」彼 らが近付 くと,通 路の広さに雲
　　　

が分かれる。中に入 ると,霧 が彼 らに大き く道を開ける。左右の雲の壁 に関 しては,彼 ら
ユ　　　

は ホス トを大いに信用する。大 きく濃密なその雲は両側に高 くそびえている。彼 らの前に

現われ る道を通 って,3日 間真 っす ぐに走 る。4日 目に この霧の中か ら出た。巡礼たちは
　　 　

大いに喜 こぶ。彼 らは雲か ら出て,天 国を 目に した。

最初に壁が彼 らの前に現われ る。それは空の雲まで とどくほど高 く,の ぞき窓も通路 も
　　　　

櫓 も,い かなる塔 もない。彼 らの中には誰1人 として,そ れがどんな素材でで きているの
ユ　ア　

かを知っている者はいないが,そ れは どんな雪に も増 して白か った。それを作 ったのは至
　　　

高の王である。継 ぎ目がな く完壁である。神は造作 な くそれを作 られた。壁 に嵌め込 まれ
ク リゾッ ト

た宝石が大きな輝 きを放 っている。選び抜かれた,金 の斑入 りの撒檀石がた くさんある。
ユ　　　 トパ　ズ ク リソプ レ　ズ ヒヤ シンス カルセ ドワヌ エ メラル ド ナル ドワヌ

壁 は黄玉,緑 玉髄,風 信 子石,玉 髄,緑 玉石,紅 玉髄 で炎 え上 り,火 が つ いた よ うで あ る。
ユ　　　 アメシス ト ジャスプ ピアシ ンヌ ペ リ ル

壁の縁では,紫 水晶 と並んで碧玉が強 く輝いている。明るい風信子石が水晶や緑柱石 と共
ユ　　

に きらめき合 っている。この配置は大変巧妙で,お 互いに強い光を当て合って様々の色を
ユ　 　

浮 き出させるよ うになっている。その壁のはるか先の山々は高 く,堅 い大理石でできてお
　　　

り,波 が打ちつけている。その大理石の山の上に純金の山がある。さらにその上に,天 国

の花々を とり囲む壁がある。我々が中に住むはずであったその壁はその ように高い所にあ
ユ　　

った。修道士たちは真っ直 ぐ門に向って進む。 しか しその入口は非常に堅固である。それ
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を 守 る竜 た ちが い る。 彼 らは ま るで火 の ごと く焼 き尽す 。 入 口に は1本 の剣 が 吊 るされ て
ユ　　

いる。それを恐れない者は賢明でない。剣先は下,柄 は上を向いているか らである。修道

士たちが恐れて も私は驚かない。その剣は左右に揺れ,く る くる回っているか らである。
ユ　　　

それを見るだけで 目まいがす る。鉄 も岩 も,ダ イヤモ ン ドで さえ,そ の鋭い刃か ら身を守

ることはできない。
ユ　ユ　

そのとき彼 らは,1人 の若者が彼 らの方に来 るのを見た。その若者は非常に美 しか った。
ユ　　む

彼は神の使いである。上陸せ よと彼 らに命 じた。彼 らが着 くと迎え入れ,全 員を正 しい名
ユ　　　

で呼びなが ら静かに彼 らに接吻 した。それか ら竜 どもを静め,そ れ らを従順に,お とな し
　　　

く伏せ させ る。そ して天使を呼んで剣を止め させる。入 口が開け られた。彼 らは全員,確

かな栄光 の中に入る。

　　　

若者が先に立ち,彼 らに天国を案内す る。彼 らは美 しい森や川に覆 われた土地を見た。
ユ　　

美 しい花の絶 えない草原が庭 となっている。敬慶な人が住む場所にふ さわ しく,花 々が甘
ユ　　

い香を放つ。木や優雅な花,果 実が世に も稀な香を放つ。いぼ らもアザ ミもい ら草 ものさ

ば ってはいない。 芳香を放たない木 も草もない。 いつでも花が咲 き,木 は実 をつけてい
　　　

る。季節によって遅れ ることはない。そ こは永久に快い夏であるか ら。木や花の実は熟 し,
ユ　　　

森は獲物 で,川 とい う川はおい しい魚で満 ちてい る。そこには乳の流れ る川がある。 この
ユ　　　

豊饒が隅々まで行きわた る。空か ら降る露のおかげで,川 床は蜜を出す。金でできていな
　　　

い山はな く,宝 石に相当しない石はない。明るい太陽が果てしな く輝 き,風 は,微 風でさ

え髪の毛ひとつ動か さない。空 の雲が現われて,太 陽の明るさを奪 うことは永久にない。
　　　

ここに滞在す る者はいかなる苦悩 も持たない。嵐を知 らず,暑 さ寒さも不幸 も飢 えも苦 し
ヱ　　

むことはない。あ らゆる善で満たされる。彼は最 も欲す るものが失われ ないことを確信 し,

それが手の届 くところにあるのを見出す。ブランダンはその喜びを とくと見る。そ こに と
ユ　　

どまって これを見る時間が少なす ぎると思われ る。長い間そこにいたい と彼は思 う。若者
　　　　

は彼を先に案 内し,多 くの物を彼に示 した。彼は,修 道士たちがそれぞれ どの ような喜び
ユ　　　

を持つ ことになるかを詳細に描写 し,語 った。若者は杉の木の ように高 い山に登 り,彼 ら
ヴ ィジョ ン

は彼に従 った。そ こか ら彼 らは,説 明できない ような光景を見る。彼 らは天使 たちを見,
ユ　　

声を聞 く。天使たちは何 と彼 らの訪問を喜 こんでいることか。彼 らは天使たちの崇高な歌
ユ　　

を聞 く。 しか し彼 らはそれを耐 えることがで きない。彼 らの人性はこの ように大 きな栄光

を受けた り,聞 いた りす ることができないのであ る。若者が彼 らに言 った。「戻 り ま しょ

う。 これ より先にあなた方を連れて行 くことはで きない。あなた方を ここか ら先に行かせ
ユ　　　

ることはできない。あなた方はそれを知 るには小 さす ぎるか らである。ブランダンよ,あ
ユ　　

なたは,あ なたがあれほ ど神に求めた天国を見ている。あなたが見た ものの10万 倍の栄光

が この先にある。今あなたは これ以上知 ることはで きない。あなたが再び戻って くるまで
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ユ　　

は。今あなたは肉体 と共にここに来ているが,間 もな く霊 として戻 るであろ う。あなたは
ユ　　

ここで審判を待つであろ う。私はあなたに,慰 めの印にこの石をい くつか持たせてあげ よ
ユ　　

う。」彼がそ う言い終 ると,ブ ランダンは天国の証を持 って去 る。 彼は神 と天国の最愛 の

聖人たちに別れを告げた。若者が彼 らを連れて戻る。彼 らが全員舟に入 ると,若 者は彼 ら
エ　　

を祝福 した。彼 らは速かに帆を引き上げ る。彼 らの敬慶なホス トはそこに残る。天国が彼

の正当な住居であ るか らである。
ユ　 　

修道士たちは嬉 々として出発する。風に よる遅れはな く,神 の偉大 な徳に より,3ヵ 月
　 ユ　

でアイル ラソ ドに着いた。 ブランダンが天国か ら帰 った とい う知 らせが国中に走 る。喜こ
　　

んだのは家族だけではない。全ての人 々が共に喜 こんだ。修道士たちは,彼 らのや さしい

教父が戻 ってきた ことを,誰 にも増 して喜 こんだ。 ブランダンは,ど の ように航海 したか
　　　

を彼 らに何度も話 した。順調な時 のこと,困 難に陥 った時の こと,そ して彼が神に必要な

ものを求めると,い つで もそれがかなえ られた ことを彼 らに語 った。彼が求めた ものをど
　　　

の ように見出 したか,彼 は次々と話 した。彼 らの中の多 くは,彼 らが ブランダンの中に見

た徳ゆえに,聖 なる生活を送 った。 ブラソダソは娑婆にいる間,神 の徳に より多 くの人 々
　 ヨ　

のために尽 くした。彼が現世を去る時が来 ると,彼 は神によって定め られた所 に再び行 っ

た。彼が入 った神の王国に,彼 のおかげで千人以上の人々が入 る。

「聖 ブランダソの生涯」 ここに終 る○

以 上 は ア ソ グ ロ ・ノ ル マ ソ 語 に よ る 「聖 ブ ラ ン ダ ソ の 航 海 」 の 翻 訳 で あ る 。 テ キ ス トに

は,写 本London,BritishLibrary,CottonVespasianB,X(1),ff.1-11と,同 写 本 に 基

き イ ア ン ・ シ ョ ー ト,ブ ラ イ ア ン ・メ リ リ ー 両 氏 が 編 集,出 版 し たTheAnglo-Norman

VoyageofSt.Brendan,1979,ManchesterUniversityPressを 使 用 し た 。
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